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令和 7年度 第 2回日進市福祉会館運営協議会議事録 

 

【概要】 

日 時 令和 8 年 1 月 30 日（金）午後 2時～午後 3時 30 分 

場 所 岩崎台・香久山福祉会館 集会室 

 

出席者 委員 7名（順不同・各所属記載） 

青山雅道（社会福祉協議会）市来ちさ（市教育委員） 

小池由成(民生委員児童委員協議会）佐藤里美（市地域女性団体連絡協議会） 

井口紘一（老人クラブ連合会）入江千恵子（公募委員） 

武田朝美（公募委員） 

 欠席者 委員 1 名（順不同・各所属記載） 

鈴村直宏（市子ども会連絡協議会） 

 

事務局 加藤慎司（市民生活部長）小濱美紀（地域共生課長） 

須崎泰紀（福祉会館統括館長）横地英和（岩崎台・香久山福祉会館主幹） 

緑川知子（北部福祉会館主幹）長原詠子（相野山福祉会館主幹） 

小塚佳子（西部福祉会館館長補佐）森部江美（南部福祉会館館長補佐） 

岡田竜二（東部福祉会館館長補佐）加納康（岩崎台・香久山福祉会館主事） 

 

傍聴の可否  可 

傍聴の有無  無 

 

【内容】 

1 あいさつ 

2 委員の委嘱 

3 議題 

（1）令和 8年度 事業計画（案）について               資料№1 

4 報告事項 

（1）令和 7年度（4 月～12 月）各福祉会館利用状況について 

   ・福祉会館 6館利用状況一覧表                 資料№2-1 

    （令和 6 年度・令和 7年度 4 月～12 月）比較 

   ・各福祉会館事業状況一覧                   資料№2-2 

   ・令和 7 年度（4月～12 月）事業状況              資料№2-3 

5 その他 

（1）地域拠点施設活用のプロジェクトグループについて 
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発言者 内     容 

事務局 

 

 

事務局 

 

 

 

 

事務局 

 

 

委 員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

会 長 

 

事務局 

 

 

会 長 

 

 

会 長 

 

 

 

会 長 

 

 

定刻となりましたので、ただ今から第 2 回 日進市福祉会館運営協

議会を開催いたします。 

 

本日の会議は、お手元の次第に沿って順に進め、およそ 1時間 30 分

程度を予定しておりますので、よろしくお願いいたします。また、本

日の運営協議会は子ども会連絡協議会の鈴村様が欠席との連絡をいた

だいております。 

 

それでは、新たに委員となられました小池様から一言ご挨拶をお願

いいたします 

 

（自己紹介） 

 

小池委員には、机上に委嘱書を配布しております。「日進市福祉会館 

運営協議会 設置条例」第 2 条（委員）及び第 4 条（任期）の規定に

つき、「委員の委嘱」をさせていただきます。 

なお、任期は令和 7 年 12 月 1 日から令和 9年 6月 30 日までとなっ

ておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

それでは、会長よりご挨拶をいただきたいと思います。 

青山会長、お願いいたします。 

 

（青山会長あいさつ） 

 

 ありがとうございました。 

 これより議事の取り回しを青山会長にお願いいたします。 

 

委員の皆様にはスムーズな議事進行が図れますよう、ご協力をお願

いいたします。 

 

本日の会議は「日進市 市民参加及び市民自治活動条例」に基づき原

則公開となっておりますが、本日の傍聴者はお見えにならないことを

ご報告いたします。 

 

本来であれば次第 3の議題(1)「令和 8年度 事業計画(案)」からと

なりますが、説明の関係上、次第 4の報告事項(1)「令和 7年度（4 月

～12 月）各福祉会館利用状況について」を先に行います。 
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事務局 

 

会 長 

 

 

委 員 

 

事務局 

 

 

委 員 

 

 

事務局 

 

委 員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

事務局 

 

 

 

 

事務局より説明をお願いします。 

 

（説 明）資料№2-1、2-2、2-3 

 

ただ今、報告事項(1)について事務局より説明がありました。ご質問・

ご意見はございませんか。 

 

工事で貸館の利用ができなかった期間をもう一度教えてください。 

 

岩崎台・香久山福祉会館において空調改修工事を 5 月・6 月に行い

ました。 

 

地域交流事業のマジックショーやピエロは、どういった方がやって

いるのでしょうか。 

 

プロの方にお願いしております。 

 

福祉何でも相談会について、具体的な実績を説明いただけるとあり

がたいです。 

 

1 月までに、正式な相談として受け付けたのは 1 件です。ただ、相

談会として形にならない理由として、福祉会館の職員や児童厚生員が

日頃の会話の中で、利用者の疑問や悩みを聞き取り、その場で専門機

関への案内やアドバイスを行った結果、問題が解決に向かったケース

が考えられます。 

実際に、10 月から 12 月の 3 か月間で、会話の中で拾った相談内容

を数えたところ、6 館全体で 160 件ありました。主な内容は、若い世

代では子育て、高齢の方では健康に関する話が多い傾向があります。

職員だけで対応が難しい場合は、適切な相談窓口をご案内しておりま

す。今後も利用者に寄り添った丁寧な対応を心がけてまいります。 

 

福祉何でも相談会の周知はどんな取り組みをしていますか。 

 

市ホームページへの掲載に加え、各館でチラシを配布しています。

チラシ表面に相談会の日程、裏面に市の相談窓口一覧(法律相談、経営

相談、育児相談など)を掲載しています。 

なお、受付した 1 件の相談内容としては、亡くなった後の遺品整理

に関することであり、コミュニティソーシャルワーカーにつなぐこと
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会 長 

 

 

 

会 長 

 

 

事務局 

 

会 長 

 

 

委 員 

 

 

 

事務局 

 

委 員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委 員 

 

 

事務局 

 

会 長 

 

委 員 

 

 

ができました。 

 

その他、ご意見・ご質問はよろしいでしょうか。 

それでは、報告事項（1）「令和 7 年度（4 月～12 月）各福祉会館利

用状況について」は以上といたします。 

 

次に、次第 3の議題(1)「令和 8年度 事業計画(案)について」事務

局より説明をお願いします。 

 

（説 明）資料№1 

 

 ただ今、議題（1）について事務局より説明がありました。ご質問・

ご意見等はございませんか。 

 

コミュニティサロン事業で、民生委員児童委員は分かりますが、地

域住民ボランティアはどのような方を募集しているのか、何人ぐらい

いるのかを聞きたいです。 

 

（各館の状況を説明） 

 

先ほど「たんぽぽ」という団体がいるとおっしゃいましたが、どう

いう方たちでしょうか。 

 

相野山福祉会館で活動しているコミュニティ団体で、ハンドベルを

されています。以前は昼食時に味噌汁や食事を作るなどの協力もあっ

たと聞いています。現在はコロナ禍や団体の高齢化等もあり、コミサ

ロの運営を民生委員と隔週で携わっています。 

 

「たんぽぽ」の方々は演者でもあり、会員サポートでもあるという

立場で関わっているのですね。 

 

そのとおりです。 

 

 その他よろしいでしょうか。 

 

貸部屋利用申請の電子申請化を北部・西部で行うとのことですが、

利用の状況はどうですか。 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

事務局 

 

 

 

委 員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委 員 

 

 

事務局 

 

 

電子化への切り替えはこれからとなります。2 月 2 日の施設予約の

タイミングから各団体へ周知を始め、9 月利用分から受付開始、つま

り 6 月抽選分から電子申請へ切り替える準備を進めています。市民会

館やスポーツセンターと同じ予約システムを使う予定です。令和 8 年

度は 2 館を先行し、残り 4館は令和 9年度以降の切り替えを検討して

います。 

 

今後、受付は紙と電子の併用になるのでしょうか。 

 

北部・西部は 6 月抽選分以降、電子申請になります。ただ、電子申

請が苦手な方向けへの講習会も考えており、また、窓口でも職員が対

応できるようにします。 

 

団体だと、電子申請ができる人に負担が集中することがあるので、

なるべく簡単に誰もがやれるようにしてほしいです。 

 

5 月の申請時に、そのまま 1 回目の申請ができるような形でスター

トできないか検討中です。できるだけ利用者の負担が少ないよう、準

備期間を取り、周知と操作方法の説明をきちんと行います。スポーツ

センターや市民会館で同じシステムを使っている方はシステムの扱い

には慣れていると思いますが、福祉会館の利用者全員がそうではあり

ませんので、例えば窓口でも職員がスマートフォンを見せていただき

ながら一緒に操作できるようにも考えています。 

 

それは絶対必要ですね。役員のなり手が「操作ができないから役員

を辞める」と言うことにもなりかねないので。 

 

一度できると自宅でもできるようになるので楽になると思います。

また、普段岩崎台・香久山福祉会館を使っている方は、西部や北部を

使う方も多いので、抽選日に各館を回らなくてよくなるメリットもあ

ると思います。予定どおり間に合わせるよう進めてまいります。 

 

電子化された場合、従来の月 3 回までの使用で、1 回利用したらも

う 1 回を予約できる、といったことも引き続き可能ですか。 

 

決定ではありませんが、電子化に合わせて、現在の 3 回まで予約可

能のところを 4 回にする案を検討しています。以前 4 回にしなかった

のは教室関係の予約が多く入ってしまうためでしたが、せっかく電子
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会 長 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

 

委 員 

 

化しても追加で窓口に来なければならない負担があるので、抽選で当

落が出ることを前提に「4回で追加なし」の形を検討中です。 

 

その他よろしいでしょうか。 

 

資料№2-2 はイベントが主ですが、児童館事業のところで中学生の

参加がゼロになっています。中学生は勉強や部活動で忙しく参加しづ

らいのかもしれませんが、卓球台を使いに来る、勉強に来るなどの利

用もあると思います。そういった利用の数字は資料№2-1 の平日・土

曜の「その他」に入っているのでしょうか。中学生・高校生など学齢

期の子どもたちが、どのような利用の仕方で、どれぐらい利用してい

るか、分かれば教えてください。 

 

（各館の状況を説明） 

 

ありがとうございました。小学生の頃から慣れ親しんだ子が、中学

生、高校生になっても利用している状況だと感じました。長期的には

年代を分断せず協力したり、お互いに楽しめたりしたらいいなと思っ

ています。 

私の子どもも 2 歳前から福祉会館にお世話になり、今は大学生です

が、頻繁ではないものの利用しています。手伝えることがあれば、と

いう言葉もあります。 

中高生で福祉会館から離れる子が多い印象があるので、もう少し利

用できることの PR を手厚くしていただくと、途切れずに繋がるので

はないかと思います。高校生・大学生になった時に、コミュニティサ

ロンで演奏などして関われると、双方にとって学びになるのではない

でしょうか。 

東郷町では県立高校の廊下に福祉会館の PR チラシが貼ってあり、

高校生も利用できることが目に入るようになっていました。ホームペ

ージだけでなく、歩いていて目に入るアナログの PR も有効だと思い

ます。年代が途切れずにつながる利用ができるよう検討していただき

たいです。 

 

今日は子ども会連絡協議会の鈴村さんが欠席ですが、子ども会には

ヤングサポートやジュニアリーダーなどの関わりもあります。 

 

福祉会館は成り立ちや間取りに大きな違いがあります。例えば南部

は受付の近くのオープンフロアが狭く、学生が留まりにくい面がある
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事務局 

 

 

 

会 長 

 

委 員 

 

委 員 

 

 

 

 

会 長 

 

委 員 

 

 

かもしれません。東部は和室が大きく、小さい子連れには良いが、高

校生・大学生が入りやすいかは工夫が必要です。西部や岩崎台・香久

山は入って広く、座れるスペースもある。照明やパーテーション等を

工夫して入りやすい環境づくりも一つだと思います。駐車場の条件も

違いますので、入りやすい館・入りにくい館があるのではないかとい

う危惧もあります。 

 

その他よろしいでしょうか。 

 

資料№2-1 の福祉会館に来る人の数ですが、コミュニティサロンに

入ってほしい人が入らないことがあります。コミサロに来られる人は

それなりに健康に暮らせると思いますが、ここへ来られない人たちも

見えると思います。例えば利用率など、75 歳以上の人口に対して利用

が何パーセントか、そういう数字が出せないでしょうか。比較するも

のがないと、来られない人はやむを得ない、となってしまい寂しいで

す。 

実際、下見もしたが馴染めず入れなかった方もいました。本来コミ

サロに参加してほしい人が参加できない人がどれだけいるかが分かり

ません。数字として表せたらいいと思います。 

 

利用者数は延べ人数なので難しい面もありますが、地域福祉課や介

護福祉課など、複数課が集まる機会で相談させていただきたいと思い

ます。 

 

一番大切なのは利用してほしい人に来ていただくことですね。 

 

民生委員はそういう情報を持っていないのですか。 

 

正直難しい面があります。地区によっては、民生委員は居住地の近

隣を担当するのが基本でしたが、それにこだわると民生委員が足りな

くなるため、居住地区と担当地区が一致しないこともあります。自分

が担当する地区の場所も分からないレベルになることもあります。 

 

 その他よろしいでしょうか。 

 

2 点あります。高齢者について、私は相野山福祉会館にお世話にな

っていますが、高齢者が多いのは五色園一丁目、二丁目で、福祉会館

はそこから一番離れたところにあります。本当は一人暮らしで家にい
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

委 員 

 

 

会 長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

る男性なども引っ張り出して福祉会館に行きたいのですが、足の問題

が大きいです。 

例えば 1 月の「五色園ふるさと祭り」は福祉会館全館を借りて三丁

目、四丁目の住民が集まります。また、五色園第一集会所で「Ｎカフ

ェ」を立ち上げて 1 年ほどになりますが、一丁目、二丁目の人が多く

来ます。民生委員さんと月 1 回意見交換していますが、交通手段・移

動手段をどうするかは結論が出ません。これが一つ目の悩みです。 

もう一つは大きな流れとして、福祉会館の利用が過去と比べてどん

な推移があるのかを知りたいです。と言うのも、子ども会への入会が

極端に減っています。ふるさと祭りの 1 年生・2 年生の書道や絵の提

出も 10 年前の 10 分の 1になりました。子ども会に入らない児童が増

え、地域のつながりが壊れるのではと心配しています。五色園の人口

も平成 18 年以降ずっと減っています。老人会は人数こそ維持してい

るが加入率は下がっています。 

 

子どもの利用については、香久山小学校では放課後子ども教室を学

校内で実施しており、児童クラブもすぐ横です。福祉会館に来ている

子どもたちは、放課後子ども教室にも学童にも入っていない子どもが

来ている、という面もあります。数が単に増えればよいのかというの

は即答しづらいところです。 

学童の子どもたちにも、児童館行事の際に声掛けし、可能なら来て

いただくなど、一緒にやることもできます。できるところから働きか

けていくことで、福祉会館単独で全ては難しいのですが、横の連携も

含め、ご意見を承りたいと思います。 

 

 その他よろしいでしょうか。 

 

資料№2-1 を見て、東部福祉会館の夜間利用人数が「1」となってい

ますが、これはどのような利用があったのでしょうか。 

 

併せて伺いますが、令和 8 年度事業計画に「夜間利用の少ない館の

枠を需要のあるところに切り替える」とあります。詳しく説明してく

ださい。 

 

夜間利用の状況ですが、令和 7年 12 月までの統計では、東部と南部

の夜間利用はほぼない状況が続いております。これはコロナ禍以降、

夜間に活動していた団体が解散したり、会員数の減少で自然に消滅し

たりしたことが一番の要因と考えられます。 
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会 長 

 

会 長 

 

事務局 

 

会 長 

 

 

 

 

事務局 

こうした状況もあり、夜間利用が少ない館について、その時間帯を

夜間利用が多い館に振り替える方向で見直しを進めています。具体的

には、東部の水曜日夜間と南部の火曜日夜間の枠を、別の会館に移す

ことで、月曜から土曜までの開館はこれまでどおり維持しつつ、日替

わりで夜間利用できるよう検討しています。 

 

東部の夜間利用人数「1」という数字についてですが、毎日囲碁をし

に来られる方が何人か見えますが、たまたま水曜日に、夕方 5 時以降

もロビーに残られてテレビを見ておられた方を「1」としてカウントし

ております。 

 

土曜日は職員が 3 名ぐらい岩崎台・香久山福祉会館に来て、後はシ

ルバーの方が各館を管理する、と聞きました。児童館での子どもの見

守り体制はどうなっていますか。 

 

どの館も同じだと思いますが、土曜日に来ていただいているシルバ

ーの方向けに、各館でマニュアルを作成しています。マニュアルの中

に子どもたちの見守りについても記載してあり、定期的に館内を巡回

し、見守り等も行っております。 

 

 その他よろしいでしょうか。 

それでは、議題(1)「令和 8 年度 事業計画(案)について」、ご承認

いただけますでしょうか。承認いただける方は、挙手をお願いします。 

 

（全員挙手） 

 

ありがとうございます。賛成多数により承認されました。 

 

次に、次第 5の「その他」について事務局より説明をお願いします。 

 

（地域拠点施設活用のプロジェクトグループについて説明） 

 

 福祉会館条例上では高齢者と児童に関する事業を行う、また、その

他市長が必要と認める事業も行うことができますが、この市長が必要

と認める事業の中に生涯学習に関する事業が入ってくるということで

しょうか。 

 

アクティブシニアクラブ自体はフレイル対策になりますが、フレイ
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ル対策だけですと、すでに 4 年目を迎えています。今後も継続してい

くためには、多少内容を変えていく必要があると考えています。生涯

学習というと語弊があるかもしれませんが、もう少し楽しめる内容も

含めたいというところで、関係機関と検討しているところです。 

 

プロジェクトグループで慎重に議論していただきたいと思います。 

それと、今後この運営協議会でも生涯学習に関することなども議論

していくことになるのでしょうか。 

 

今後、この内容についても委員の皆様から継続的にご意見をいただ

ければと考えています。協議会の場をお借りして、その都度進捗状況

の報告や、こういった事業をやりたいとなった際に、ご意見をいただ

ければと考えております。 

 

その他よろしいでしょうか。 

ないようですので、ただいまの報告は以上といたします。 

事務局からは他にありますか。 

 

事務局からは以上でございます。青山会長には大変丁寧な議事の取

り回しをしていただき誠にありがとうございました。 

また、委員の皆様には活発なご意見、ご質問をいただき誠にありが

とうございました。 

今後も福祉会館として、来館者の皆様が気持ちよく利用できるよう、

引き続き努めてまいりますので、よろしくお願いいたします。 

 

事務局に報告します。 

全ての議題に対するご意見を今後の参考とし、市民のための会館運

営に取り組んでいただきますようお願いします。 

 

それでは、長時間にわたりご審議をいただきまして誠にありがとう

ございました。 

以上を持ちまして、「第 2 回 日進市福祉会館運営協議会」を終了い

たします。 

皆様、大変お疲れ様でした。 

 

 

終了時刻 午後 3時 30 分 

 


